
 
 
 
 
 

 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

平
成
二
十
年
の
清
々
し
き
新
年
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
皆
様
方
に
は
、
氏

神
様
八
幡
大
神
様
の
厚
き
御
加
護
の
も
と
に
、
ご
家

族
お
揃
い
に
て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
年
頭
の
御
挨
拶 

 

日 

新 
 

昨
年
は
、
私
ど
も
日
常
生
活
に
関
わ
り
が
深
い
食

品
の
偽
装
の
問
題
が
次
々
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
は
自
由
競
争
社
会
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

「
損
か
得
か
」
の
も
の
さ
し
で
、
生
産
活
動
を
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

こ
れ
は
、
人
間
の
も

の
さ
し
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

や
は
り

「
嘘
か
誠
か 

正
義
か
邪
悪
か
」
と
い
う
神
様
の
も

の
さ
し
で
、
日
々
新
し
く
、
旧
来
の
悪
習
を
改
め
る

事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
宮
司
に
就
任
し
て
三
回
目
の
迎
春
で
す
が
、

こ
の
新
し
い
年
も
「
神
様
を
喜
ば
す
心
」
を
忘
れ
ず

に
御
奉
仕
申
し
上
げ
な
が
ら
、
そ
の
心
で
、
春
風
の 

さ
わ
や
か
さ
で
参
拝
者
や
地
域
の
人
と
接
し
、
人
も 

喜
ば
し
、
運
命
共
同
体
と
し
て
の
地
域
社
会
の
一
員

と 
     

と
し
て
公
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま

さ
に
そ
れ
は
、「
尽じん
私
生

し
せ

い

公こう
」
で
あ
り
ま
す
。 

そ

し
て
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
常
に
日
々
新
し
く
と

い
う
思
い
で
、
年
頭
の
言
葉
を
「「
日
新

に
っ
し
ん

」
と
し
た

た
め
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
の
最
初
の
宮
司
プ
レ

ス
も
第
二
十
号
、
新
た
な
一
歩
で
す
。 
◇ 
お
正
月
の
い
わ
れ 
ク
リ
ス
マ
ス
が
終
る
と
年
越
し
の
準
備
と
し
て 

新
年
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
す
。 

年
の
始
に
穀
物

の
霊
み
た
ま

で
あ
る
農
耕
の
神
様
の
「
歳とし
神
様

が
み
さ
ま

」
を
迎
え

て
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
と
家
族
の
健
康
を
祈
願
し

た
の
で
す
。 

そ
し
て
、
そ
の
歳
神
様
は
、
正
月
飾

り
を
目
印
に
や
っ
て
来
ら
れ
て
そ
こ
に
宿
り
、
特
に

門
松
へ
最
初
に
降
り
て
き
て
、
一
年
の
幸
福
を
授
け

て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 
玄
関
飾
り

や
し
め
縄
な
ど
の
正
月
飾
り
は
、
歳
神
様
に
正
月
の

間
と
ど
ま
っ
て
も
ら
う
と
い
う
大
切
な
役
目
が
あ

る
の
で
す
ね
。 

そ
し
て
、
歳
神
様
に
お
供
え
し
た

物
を
、
元
日
の
朝
に
下
げ
て
食
べ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
直
会

な
お
ら
い

」
の
料
理
が
「
お
雑
煮
」
で
あ
り
ま
す
。 

お

せ
ち
は
、
も
と
も
と
の
語
源
は
「
お
せ
ち
く
（
お
節

供
）」
で
、
正
月
や
桃
の
節
句
、
端
午
の
節
句
の
季

節
の
節
日
に
神
様
に
豊
作
を
祈
っ
て
食
物
を
お
供

え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

お
正
月
に
歳
神
様
が
来

て
い
る
間
に
、
煮
炊
き
を
謹
み
静
か
に
過
ご
す
と
い

う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
で
は
主
婦
が
正

月
の
三
日
間
を
休
め
る
よ
う
に
と
い
う
意
味
が
大

き
い
よ
う
で
す
。 

日
ご
ろ
疎
遠
に
し
て
い
る
者
同

士
が
新
年
を
祝
う
た
め
に
行
き
来
し
「
仲
む
つ
ま
じ

く
」
す
る
こ
と
か
ら
、
正
月
を
「
睦
月
（
む
つ
き
）」

あ
る
い
は
、「
む
つ
ま
し
づ
き
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

◇ 

今
年
は
、「
戊
子
（
つ
ち
の
え
ね
）」
の
年
で
す 

 

今
年
は
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
さ
れ
て
二
十
年
と

い
う
佳
節
で
も
あ
り
ま
す
が
、
戊
子
の
年
で
す
。 

戊
（
ぼ
）
は
、
も
と
も
と
茂
（
ぼ
う
）
を
そ
の
語
源

と
し
、
草
木
が
繁
茂
し
て
盛
大
に
な
っ
た
状
態
で
す
。 

子
は
孳じ
（
ふ
え
る
意
）
で
、
新
し
い
生
命
が
生
れ
よ

う
と
し
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。 

子
は
動

物
で
は
「
ね
ず
み
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ね

ず
み
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
繁
殖
力
が
大
き
い
動

物
で
す
。
今
年
の
エ
ト
に
あ
や
か
り
、
良
き
事
が

次
々
に
生
ま
れ
増
殖
し
、
幸
せ
満
ち
溢
れ
る
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス 

第
二
十
号

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
二
十
年
一
月
一
日 



 
 
 
 
 

◇
十
二
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 
▼
大
注
連
縄
お
ろ
し 

＊
十
二
月
二
日 

 
 

 

▼
祈
漁
祭 

＊
十
二
月
三
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
注
連
縄
祭 

 
 
 

＊
十
二
月
十
六
日 

▼
朝
粥
会 

＊
十
二
月
二
十
一
日 

早
朝 

 
 
 

 

▼ 

天
長
祭 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

 
 
 
 

 

▼
正
月
臨
時
巫
女
説
明
会
＊
十
二
月
二
十
三
日 

 

※
手
水
の
作
法
の
練
習
風
景 

 
 

 
 

※
宮
司
が
臨
時
巫
女
の
委
嘱
状
を
授
与 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

▼
田
の
首
八
幡
宮
注
連
縄
祭 

 

＊
十
二
月
二
十
三
日 

▼
大
祓
式
、
除
夜
祭 

 

＊
十
二
月
三
十
一
日 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
歳
旦
祭 

 
 

＊
一
月
一
日
（
本
宮
・
福
浦
金
刀
比
羅
宮
・

貴
布
禰
神
社
） 

＊
一
月
十
一
日
（
六
連
島
八
幡
宮
） 

＊
一
月
十
四
日
（
田
の
首
八
幡
宮
） 

 

▼
元
始
祭 

＊
一
月
三
日 

 

▼
会
社
新
年
祈
願
参
拝 

＊
一
月
四
日
～
七
日 

 

▼
早
起
会
新
年
祭 

＊
一
月
十
三
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
一
月
二
十
一
日 

 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、
祈
願
祭
の
後
宮 

司
講
話
、
お
粥
（
今
月
は
、
七
草
粥
！
）
を
食 

し
ま
す 

 

▼
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
六
日 

 

◇
一
月
の
宮
司
の
予
定 

 

▼
山
銀
は
っ
て
ん
ク
ラ
ブ
新
年
会 

＊
一
月
八
日 

 

▼
西
信
経
友
会
新
年
会 

＊
一
月
十
一
日 

▼
当
宮
維
蘇
志
会
新
年
例
会
＊
一
月
十
五
日 

▼
神
社
庁
下
関
支
部
総
会 

＊
一
月
二
十
三
日 

 

▼
玄
洋
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
臨
時
総
会 

＊
一
月
三
十
日 

 

▼
杉
田
町
自
治
会
役
員
会
に
式
年
大
祭
の
趣
旨

説
明
に
出
向 

＊
一
月
三
十
一
日 

 
 
 

 
 

毎年、巌流島を清

掃奉仕されている 
野菊の会です！ 


